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21. jJ多 J' I '111i

Bcl"orc Treatment 

~2 イI多 JIIい I 1 ( ~~1(1i) 

Du1ｷing treatment (reverse side) 

23. 修即後

After treatment 
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兄立）又魂香図 （歌川 •他：春笥）

修理報 告

I . 名称等

l. 名称 ・ 具数

糾本併色 見 11. l又魂香 Ii i 〈歌川 ：既春箪·〉 1 lil/i'i 

2. 1Y• イ[者
フ゜ ラ ノヽ I K l 立）ご術館

II. 工期
,,, : 'j".J成 18 ィ ， ．—: 5) ] 511

JI~ :'j". 成 19 年 3 ) J 22 11 

III. 品質形状及び寸法

L. 修且I'. 1)1j 

本紙は糸廿 4叫軒色に て掛,11闊装（明軋 l 衣具 ） 仕立であ る 。

明 1;リ l 浅俎地化）肝邸文緞 (-

1j 1縁糸II地桐）「If ぶ'1文緞 r

風ヽ廿『 M: 

総縁茶地無地裂

軋Ii Iヽ↑ 紫れ＇，！！撥 Iliil l

保イー［箱：無し

寸 ·11、: : 4ゞ糸I{ 糸従 102.2cm

食休縦 177.0cm

2 修理後

横 27.c:Scm

横 35.0cm

本紙は糾本荊色にて三段表共（大和表具）仕立である 。

文字 ・ 風脊;: : 白茶地小牡丹）古箪金襴

巾縁 ： 浅葱地草花文金欄

総縁：茶地無地裂

軸竹： 紫柏撥判I (新調）

保有箱：朴Ii]屋郎箱（石塚製）

太巻芯： 桐太巻芯（石塚製）

打去 ： 木紙縦 101.2cm

全休縦 182.4cm

横 27.4cm

横 38 .8cm

卸宇佐美松鶴堂

小島知英
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N. 修理前の状態

料絹の折れが認め られるとともに、 4洲折れに沿って、絵具の欠失が所々にみら 1 した 。 料糾の欠失r:げi

所には応急的に本紙裏 1 (1i より 袖糾がおこなわれ、袖彩がなされていた。 衣装においても 、）j足ぷ 11ftjもな

応急修理が施されていた 。

以下、 弊社見解。

1. 本紙表面には茶色のシミが見られ、 シミの箇所には、如 (1 j より 何かがi愈布 されているように見受

け られる 。

2. 本紙には柚折れが多数あり 、取『に下部に 多く 見 ら 1 し る 。

3. 画而 I 11 の ixl刻 \J,店の訂 I I の髪の毛の絵具が剥落している 。

4. 本紙圃血中のテーブルの朱と衣の胡粉の一部に絵具が剥落 している箇所がある 。

5. 白色の絵具の部分には 、 裏彩色があるように見受けられる 。

6. 表装裂の明朝の左上frl)分と、下部の総縁と 明朝部分は取粋えら れて い，… 。

7. 総縁の上部には、風ヽ：作が取り 付け られていた痕跡が見 られる 。

V. 修理方針

• 旧肌裏紙、折れ伏せ紙などを除去し、新しく補修、衣装する ことで、本紙の すrn級を f附(: 1i り し 、史 な Z

脆弱化を防ぐ。

• 本紙の鑑賞を妨げている 、 シミ ・4ヽ りを 出 米るだけ除よし、 I II 祉）修糾 を 収り除 き 、 新しく補修糾を • 1 1

て、それに補彩する 。

• 旧表装裂は 、 裂地の 1幼みが激しく 、 1 り使川 出 米ない状態であるため 、 仝ての裂を新』i',J して本紙に相

応しい物と取り 替える 。 まだI軋 I ((、 Iｷ. ,, · 1li1l1 本、啄木な どもすべて新』i',J する 。

・ 保存箱として桐屋郎舒i と ）、ゞ 咎心 を 共に新調する 。

VI. 修理工程

1. 調査

・ 公式 (4x5)'11'. 真、 rn偽び真 、 1\I )分 'i j'.真の撮彩を 1 jｷ っ た 。

・ 損傷の確認、損似地図の作成 、 絵具の脆弱炭の糾r\ 認を 1 J: っ た 。

2. ドライ ク リ ーニング

． 箪、ピ ンセ ッ ト を ） l l い、本紙表面に付ぷt して い る I ·ほ：こ り＾印の除よを行 っ に 。

3. ク リーニ ング前の剥落 I Iｷ. Y. 

・ 絵具のテス ト 結呆か らク リ ーニ ング 1iri に処 i1り の必災な箇所に兎膠2% の水浴液を川 いて浪lj 裕 11 ·. めを

施した 。

4. ク リーニ ング

• 本紙に湿りを与え、 II !ｱ1; り 裏紙を除よした後 、 本紙表 I(1 i より哨砺悩にてろ過水を 1 11'n努し 、 ドに敷し

た吸い取り紙に汚れを吸収 させた。

・化繊紙、吸い取り紙で挟み、軽 くプ レ スをして 収乞媒させた 。

5. 仮裏打ちと剥落止め

• 石州紙と布海苔を用いて仮裂打ちを施した。- . 11. 1; (乞媒 さ せた後、仮張 りをしてフラッ ト な状態に

した 。

・兎膠を用いて、 彩色箇所に剥落止めを施しに 。 2 % で · 1111 、 1. 5% で一. 11 11 、介叶2 1 1 11 の最IH加 I ·. めを

行った。
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図 l 修理前 凶 2 修理後

Fig. I Before treatment Fig. 2 After treatment 
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6. 補修絹の作成

• 本紙料絹を顎微鋭 を 川 い て織糾織 を 1陥認 し 、糾織 と 見た II もオ リ ジナル に適合 しに 糸廿 を ） j J,, 訟 し 、

補修絹を本紙の）l危弱炭 に 介わせるにめ、直 r線劣化処J州 を 施 しに 。

・ 矢車で染色 を行い 、 その後 、 媒染 、 水洗い を施した。

7. 表打ち

・ 乾式肌」：げ法 を 川 いて 111 公打紙の除よを 行 うため に本紙に火打 らを施した 3 レ 一 ヨン紙2J,;り を紙の

目を 変 え 、布汁1:苔 を ） IJ い て衣打ちしたものを索 1 : しして 収勾、，＇染させた 。 後 II 、イ i 州 紙 を ,{1 i il1j: 苔 と I I :、

魅枯j (新柑j) を 川 いてさら に衣打 ち を行い、仮張 りに貼 り こ んだ。

8. 111 裏打紙除よ

・ 表打ちを施 した本紙 を裏 1 (1 i か ら 、 水や布洵若水浴液を少斌ずつ派布 し 、 11 1 公打紙を除 J.、•• しに 。

9. 補糸,l

・ 矢車で染め、媒染、水洗 を 施 した袖修糾 を 川 いて本紙裏 1 (1j か ら 欠失箇所の袖糾 を 1 /ｷ っ た 。

10. 裂か ら の剥落止め

・ 裏彩色の補強を II 的 に表 1 (1i より兎膠2%を彩色 1符i所に硲布 した 。

且 裏面か ら の間壼

. I 「I 裏打紙の除去が終わり 、本紙裏 1 (1i と 公彩色 J,;、り が露出 した状態で出録り:真 を撮彩した 。

12. 表打ち 除去 ・ 布洵苔除よ

・ 十分に本紙に湿 り を り え た後 、 衣打 らの イ i ヽ）+ I 紙 、 レ 一 ヨン紙 を 除去 し た

・ 吸い取 り 紙などを 川 いて 、 衣打ちに使川 した布 rt1J苔を除よした ）

認肌裏打ち

． 薄美濃紙 （長谷川製2.8匁 ク レ ゾー ル無）に祈樹j を派布 し て 、 ）JJ し 必打 らを 1 /ｷ っ た 。

• 本紙表面か らケ イド ラ イ （ ク レ シア社製、ソ イパ一）を川 い て糊 と ,{1i ifiJ: 苔 を 除よ しに 。

14. 本紙増裏打

・ 美栖紙 （昆布ー男製）と 占糊 を ） IJ い て J 竹 公打 ちを 行な っ に 。

15. 折れ伏せ入れ

・ 透過光 と 斜光を利川 し 、 釧 く り） っ に 栂 災誤紙を 川 いて折れ伏せを 人れた 。

16. 袖彩

．袖修絹に器水 を リ 1 き 、袖彩 を行な っ に 。

17. 表具裂の調賂

・ 選択した表具裂は懃美温紙 と 祈糊で）JJ し 公打 らを施 した 。

• 本紙と 厚み 、 腰を合わせなが ら ）こ栖紙と 占梱l を 川 いて J-1;り 公打 らを 1 J'. な っ た。. . 文字 、 ij I 緑は l [11! 

総縁は2回増裏打ちを行 っ た 。

18. 本紙増裏打 2

• 本紙と裂の厚み、腰を調節 し 、 災机i紙 と 古糊 を 川 い て 史に 2 [ 11 jJf1 公打 らを 行な っ に 。

19. 付け廻し

・ 増裏打ちを行い、 厚みと腰を介わせた本紙と火装災を仮張り から外 し 、 付け廻 しを 行な っ た 。

20. 中裏打ち

・ 美栖紙（昆布ー男製） と古未IJj を 川 いて lj I リ~ 1 r ら を 行 っ た っ

21. 総裏打ち

• 宇陀紙（福西弘行製） と古朴11] を ） ll し‘ て総 公オ［ ちをhつ に 。

22. 仮張り

・ ｀湿りを与 え 、 表張り をした 。

L
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!ｷXI :3 fl多 J111 i'1if 図 4 修Jll~ 後

l · ig ・ 1 lklt1rc trca 1111 じ 111 Fig. 4 /¥ ltcr treatment 

~ 

ー轟
.. ,Jr 

1ｷ:<I s 修 Jlj嘩 図 6 修 Jl j \ 後

ド i i.!.. S 13 じ f () I・じ Lrじa l111 じ 111 17ic.. 6 A恥r lrca1111cnl 

l::il 7 修月!. 111] 図 8 修理後

Fig. 7 8c 「o re l「eatmenl Fig. 8 Arter treatment 
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図 9 修理 1i1J 図 10 修理後

Fig. 9 Be 「o re treatment Fig. IO A ftcr trcc11mcnt 

l'l-1 I l fl参 flj打 j;f 1-x.1 12 修J刑後

rig. 11 Be 「ore treatment Fig. 12 A liじ r trca trn じ 111

J·~I I] fl 参 J 州 111 (~flf!I O)J人加、 1 1111(役）

I 叶 l.\ . 13 l)urinu t rじa 1111 c 11t (rc vじ rsc sitlc lurnctl i n si tl じ out)
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． 仮張 りからめくり 、 裏を摺りをした後、 裏張りをした。

23. 袖彩 2

・ 衣張り期間 I 1-1 に袖彩の最終1雁認を行な っ た 。

24.11: Uf 
． 杉 1 ' 1)、＜材の 1 I I Ij1川 に撥塑の紫れ，’、1軸 を取 り 付け、八及 、 環 、 啄木を 以 っ て仕」．．げた 。

25.'!j'. • \1蔽 {;診 、 ）．閃杓灸

・ 公式 (4x5) 'Lj・真 、 fll1蒻 't j'. 良 、 合IS分 'tf真． を 1蔽翡ク した 。

• 修J1l t 1 if1/真 と 比較、 ） .'.(検 をした 。

26. i呆イ［箱竹 ：． ）以

· f l 11JJ冦 ms箱、太巻芯 （イ i塚製） 作）成 、 コ ハゼ付 き の l j吠命f' i と 被せを川愁、し 、 ( III I紬にて他み、収納 した。

J-x.J I 11 )/.fl微鏡'1/t'i 11 の祁分

Fig. 14 Photomicrograph A n じye

rig. 16 Photomicrograph Green pigment of the llower vase 

Fig. 1 5 Photomicrograph Arca between the petal and !car o 「 th ヽヽ

mustard llowcr 

図 17 顕微鋭与真 I リ l る い色の葉の部分

Fig. 17 Photomicrograph Part ofa light-colored !car 
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Fig. 18 Photomicrograph Base portion ol'the smoke coming out 

of the incense burner 

図 19 保イ(箱

Fig. 19 Storage box 

VII. 修理記録

〈本紙の担似〉

1. 絵具の剥・i各

特に幽‘ヽ ,'店の /1 j I I の髪のじの i~: 1 s分が II 立 って剥落している 。 この存IS分だけに集 ij I している ' j i- から 、

訂 I I に硲られている絵具 ；'i l S分だけが剥落しやすいと息われる 。 テ ー プ）レの朱の 1\IS分には 、 過 1、:0

折れによ って 出米たと息われる峨IJ 落もあ った 。

2. 本紙の折れ

本紙全1本に 灼, ·. 、 柚折オしが見受け ら i し る 。 W.\・：に 本紙 1,· i'i ! S に多く兄られる 。 また 1サf 1 1 1 1 の修則で i ,,.. 、

折れ伏せは施 さ れていなっかた 。

シミ 、 1 り れ

本紙無地部分で人きな茶色の シミが所 々 見 られる 。 11 1 JJJ し 公紙にシミが付いていなかった ' j i- 力‘

過ムに本紙料糾が染ま つ にものであることがわかる 。 まにシミの 1\IS分には衣より 白 っぽい物が旅

布 されていた。 こ れにより シミを 11 立になくしていにと 息われる 。

〈過去の修即〉

L 

1. 補彩

本紙シミの i\l~分に悲t く何かが派布さ 1 し て いる 。 こ オしはシミを 1 1 立たなくする為に、補彩を 1 /ｷ った

為だ と 息われる 。

2. JjJ し 公紙

111 JJJL i~ 紙に シミが付いていなかっ にので 、 迅よの修J州で JjJ し 公紙は収 り枠えら 1 している 。 まに紙質

は pl 1j仙紙系と息われる 。

付廻 し

1)1j 11 I I の付処しは 、 本紙料糾と 、 災とが l 「し．． なってしヽなかった。 将·辿は 2 - 3111111 くらしヽ 、 本紙の I ·. に

被 さって いる ）

~- 火装

1 111l i1l1 iよ衣具 I IJ に介わ さ れ 、 1 l i 1l 1 の 小 I I の 両端には :111「：地の災が貼 ら 1 し て いる · Jf と 、 衣装を担け る 為 0

紐 を収 り 付 i)・ る令 j し と 紐の種類か ら 、 I I I I I i i 式の火装形態を，1訟識して衣装されている 。 1li1II I 、1 は一 ）虻
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什：上げをされてから後で取り付けられたと思われる 。

また風喘の痕跡が残っ ているが、右に約 2.1 cm寄っ ている事、 上巻絹の部分には、風帯の痕跡が無

い事から 、 一度解装されて再度表装さ れてい る可能性がある 。 その時に現在の形式に な っ たと思

われる 。

応忽修迎

衣具にはぬ面より）心急修理がされて い る 。 裂 、 木紙の欠失箇所には裏打 さ れた糸廿が町接張ら れて

いる 。 また折れていた箇所には、 折れ伏せが施 さ れて いた 。 いずれも総裏の上か ら施 さ れていた。

総縁の 1,·:省I) はすべて収り 粋えられている 。

〈その他〉

・ 新袖修絹：織糾織データ 縦糸 65枚 31 中、 都'{糸 120横 、 21 中 3本人り

〈修J咀後の状想〉

． 火装を新しくしたことに より、本紙の折れな どが無 くなり 、 衣装裂も 1他11i' 1 に訓和 して令イ本的に雰

IJ i ' I 夕し力{ i浴 ら引iv ヽた 。

• 本紙の シミ の部分が修則前 より も 11 立 ってきた 。 これはシ ミ の箇所の」 ．． に 施 さ れて い！こ 袖彩と 息

われる物が修似作業の水分に より 収れた ことに よる 。 ただ、以前の袖彩は 、 むらが多く 見た 1 1 に

も 兄苫 し いものだったので 、 修輝 したことによ り、よりすっき りした感 じになった。

• 本紙両 1(1j 中 のテ ーブルの1, ~ I吋~;1 s分にあ った際シ ミ は、除去出米た 。 こ れはこ のシミが 1fo 1 1 1 1 の修迎

の後付いたものだと すw定できる 。

VIII. 修理担当者

;J ヽ 島 久II炎

IX. 修理材料サンプル

l JJJ し災紙 泌．美涙紙

11;,~1表紙 l 美オi叫紙

ｱ1; り裂紙 2 美栖紙

4. :1:1; り裂紙 3 美机i紙

巾裂紙 笑栖紙

6 総裏紙 宇陀紙

7. 補修糸廿

表装裂·, し巻糸i l

10 啄木

岐 1;:. 県 美泌＂と iii 長谷川製

奈艮県 I I (~!f' 上しオn· 製·

ノン J汀,、Iこ ノi lll ．ヽ 1 1 i・ 阻 f 此布製

奈艮県 I I (~!)' 昆布製

ムンJ , L"'<. ' /ii I Iヽ. I I {~!f' 此布製

奈艮肌 ,','・ り !f' 福西製

凶(-fflS JH 1JLj I り I [ 広 1言織物製

団し・ 者 IS附: jJLj Jl1li 

J~ (・者IS J付: TJLj 11111 

• ;;(・者JS Jイ寸 ？り 1付 (



Female Ghost 

Treatment Report 

I . Title, etc. 

1. Title, number of objectツ・

Female Ghost, color on silk (by Toyoharu Utagawa) 

2. Collection: 

National Gallery, Prague 

II. Treatment period: June 5, 2006 -March 22, 2007 

皿 Media, format, and dimensions 

I. Before treatment 

onscrvallon Treatment Report 163 

Tomohide Kojima 
Usami Shokakudo Co., しtd.. 

The painting is color on silk, assembled in a hanging scroll (Ming style mounting) 「ormat.

Mounting fabric 

Ming-style borders (Mincho): Donsu (damask weave) silk with a noral pattern on a pale indigo (asagi) 

background 

Chuberi (central border): Donsu (damask weave) silk with a paulownia and arabesque pattern on a navy 

blue background 

Futai : None 

Souberi (outer border fabric surrounding the painting): Plain brown silk 

Roller knobs: Red sandalwood bachi (plcctrum)-shapcd knob 

Storage box: Non 

Dimension 

Painting: Height 

Overall: Height 

2. After treatment 

102.2cm, 

177.0cm, 

Width 27.~cm 

Width 35.0cm 

The painting was assembled in a san-dan (three-tiered) or Yamato-style mounting in a hanging scroll 

format. 

Mounting fabrics: 

lchimon_ji,fi1lai: Gold brocade with a small peony and arabesque pattern on a pale brown background 
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Chuberi: Gold brocade with a floral pattern on a pale indigo (asagi) background 

Souberi: Plain brown fabric 

Roller knobs: New red sandalwood bachi (plectrum)-shaped knobs 

Storage box: Paulowniayaro box (made by lshizuka) 

Large roller clamp: Paulownia roller clamp (made by Ishizuka) 

Dimension 

Painting: Height I 02.2cm, Width 27.4cm 

verall: Height 182.4cm, Width 38.8cm 

N. Conditi〇n before treatment 

rcases were 「ound on the silk material. Many parts of the paint layer were missing along the horizontal 

creases. The lost parts had been mended and inpainting had been applied as a temporary measure from 

the reverse side of the painting. A quick-fix, enough to make it presentable, had also been done on the 

mounting .. 

Following are discoveries made by National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 

I. Brown stains were found on the surface of the painting. These stains appear to have been covered over 

by some sort of substance. 

2. There were many horizontal creases on the painting. These creases were particularly numerous in the 

bottom portion. 

3. Pigments for the ghost's hair around the shoulders have flaked off. 

4. Some of the vermillion pigment of the table and white cha lk 「or the clothing around the center or the 

painting had flaked off. 

5. Some of the white pigments appear to have been applied from the reverse side of the pa111t1ng 

(urazaishiki). 

6. The upper left and bottom portions of the Ming-style borders (Mincho) and the souberi (outer border 

fabric surrounding the painting) have been replaced. 

7. There was evidence which suggested that the_fi,tai had been attached at the top of the souben 

V. Treatment proposal 

-Remove the old first lining, paper reinforcement strips, etc. and mend and remount the painting to restore 

the damaged areas and prevent the painting from becoming even more fragile. 
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-Remove the stains and replace the old mending silk with new silk, and apply new inpainting to these 

areas. 

-Since the old mounting fabric is significantly damaged and cannot be reused, replace all fabrics with 

more suitable fabrics that enhance the appearance of the painting. Also, prepare new roller knobs, top and 

bottom rollers, and hanging cord 

-Prepare a new roller clamp and paulownia yaro box for storage. 

VI. Treatment process 

1. Examination 

-4x5 photographs, damage details, and detailed sectional photographs were taken. 

-Damaged areas were examined. A diagram mapping out the damaged areas was created. The stability of 

the pigments was checked. 

2. Dry clea111ng 

-Dust and other 可1111e 「ound attached Lo the surface of the Jainting were removed with brushes and 
：っ

tweezers. 

3. Consolidation of the paint layer before cleaning 

-Prior to cleaning, the pigmenls were tested for stability and consolidated wilh a 2% solution of rabbil skin 

glue where necessary. 

4. Clean1no-
と9

-Moisture was applied to the painting to remove the old subsidiary lining. Distilled water was sprayed 

onto the front surface of the painting. Grime that seeped through was absorbed by blotting paper placed 

u nclerneath. 

-The painting was placed in between synthetic paper and blotting paper. It was lightly pressed and dried. 

5. Temporary I ining and consolidation of paint layer 

-A temporary lining made of Sekishu paper was applied using seaweed glue Arter letting it dry for a day, 

the painting was dried and flattened by attaching it to a karibari. 

-Painted areas were consolidated by applying rabbit skin glue twice: once with a 2% solution, and once 

with a 1.5% solution. 
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6. Preparing mending silk 

-The weave of the silk support of the painting was checked with a microscope. Silk that matched the 

texture and appearance of the original was prepared. It was irradiated to make it consistent with the 

brittleness of the support. 

-The silk was dyed withyasha, soaked in dye mordant, and rinsed with water 

7. Temporary facing 

-A temporary facing was applied to the painting in preparation to remove the old linings using the dry 

hadaage method. Two layers of rayon paper placed in di ffercnt directions were attached to the front side 

r the painting with seaweed glue. The painting was dried on a felt blanket. 〇n a later day, another layer of 

「ac ing made of Sekishu paper was attached using seaweed glue and wheat starch paste and the painting was 

dried on a karibari. 

Removal of old lining 

-From the reverse side of Lhc painting, which is already covered with a temporary lining on the front, 

waler and seaweed glue solution was applied a little at a time lo remove the old lining. 

9. Mending with silk 

-Mending silk that was dyed with yasha, soaked in dye mordant, and rinsed with water was applied from 

the reverse side of the painting to mend the lost areas of the support. 

10. Consolidation of the paint layer on the back side of the painting 

-To reinforce the urazaishiki, a solution of 2% rabbit skin glue as applied to the reverse side or th 

painting where pigments had been applied. 

I I. Examination from the back side 

-After the linings were removed and the reverse side of the painting and its urazaishiki layer had been 

xposed, photographs were taken for documentation purpose 

12. Removal of the temporary facing and seaweed glue 

-After the painting was thoroughly dampened, the paper and rayon paper used as temporary fac1nas wcr 

removed. 

-Seaweed glue used to attach the temporary facing was removed using blotting paper and other mea n い
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13. Application of the first lining 

-The first lining was attached by applying wheat starch paste onto thin Mino paper (2.8 monme (10.5 g), 

no cresol, made by Hasegawa 

-Starch and seaweed glue wer 

made by Nippon Paper Crecia 

removed from the front o「 th e painting using "Kay Dry" (lint- 「rec tissu 

., Ltd.). 

14. Application of a subsidiary lining to the painttn 

-A subsidiary lining made with Misu paper (made by Kazuo Konbu) was attached using aged wheat starch 

paste. 

15. Reinforcement strip 

-Using transmitted light and raking light, reinforcement strips made with narrow strips of thin Mino paper 

were applied. 

16. lnpainting 

-lnpainting was performed after applying a solution containing animal skin glue and alum onto th 

mending silk. 

17. Preparation of the mounting fabric 

-A first lining of Mino paper was applied to the selected mounting fabrics with wheal starch paste. 

-A subsidiary lining of Misu paper was applied with aged wheat starch paste. While selecting di 「「c re nt

weights of Misu paper, care was taken to consider the resulting thickness and st i 「fness o 「 th e fabrics so that 

they match that of the painting. lchimo,yｷi and chuheri 「a bri cs were lined with one subsidiary lining, whil 

the souberi was lined with tw 

18. Application ofa second subsidiary lining for the painl11w 

The thickness and stiffness of the painting a nd 「a bri cs were adjusted. Two more subsidiary linings of Misu 

paper were applied. 

19. Assembling 

-The painting and mounting fabrics to which subsidiary linings had been applied to balance 

their different thicknesses a nd 「l ex ibility were r e m oved 「ro m karibari and assembled toa:ether 
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20. Overall lining 

-/¥n overall lining made of Misu paper (made by Kazuo Konbu) was attached using aged wheat starch 

past 

21. Final backing 

-!¥ final backing made of Uc/a paper (made by Hiroyuki Fukunishi) was allached using aged wheat starch 

past 

22. Drying and nattening the paintinP: on a karibart 

-The assembled piece was dampened and dried face-up (omolebari). 

-IL was removed from karibari and Lhen rubbed wilh glass beads on Lhe verso Lo imparl nexibilily (urazuri). 

hen lhe painting was dried face-down on a karibari (urabari) .. 

2
 

nd inpainting 

-!¥ final inpainling was performed while the scroll was drying 「ace-up.

24. Finishing 

-Red sandalwood bachi (plectrum-shaped) knobs were attached to the bottom roller made o 「 white cedar 

Top stave, metal fittings, and hanging cords were attached to the scroll. 

25. Photo-documentation, comparison with pretreatment cond 山on

― .'「fi c i a l photographs (4x5), photographs of the damaged areas, and sectional photographs were taken. 

-The しreated scroll was compared and checked with the photographs taken be 「ore treatment. 

26. Preparation of a storage box 

-A paulownia yaro box and large roller clamp were made (by lshizuka). A paper box cover with a clasp 

and lid was prepared and covered with f-!akusan tsumugi (silk fabric). The scroll was stored inside the box. 

VII. Treatment record 

Damages on the painting 

I. Flaking of pigments 
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laking of pigments was particularly prominent in the areas of the ghost's shoulders and hair. As the 

naking was concentrated only in this area, it was assumed that only the pigments applied around the 

hou Ide rs were prone Lo ex 「o li a ti o n . There was some I 

presumably caused by creases created in the past 

in the painting 

「 pigment around the vermillion table that wa 

There were some creases throughout the painting. Many creases were found particularly in the bottom 

porし ion or the painting. No reinforcement strips were applied during the previous treatment. 

ta111s and grime 

Brown stains were found in scattered areas in the unpainted parts of the painting. The 「act that there were 

no stains on the old first lining indicates that the silk support of the painting was stained in the past. A 

whitish substance had been applied over these stains, presumably to make the stains less noticeable 

Past treatment 

I. lnpainting 

A thin layer of some unidentifiable substance had been applied ove r・ しh e stains found on the painting. It wa 

probably applied to make the stains less noticeable. 

2. First lining 

ince there were no stains on Lhc old first lining, Lhe first lining is believed to have been replaced during a 

past treatment. The paper used appears lo be similar lo .e-asen-shi .. 

3. Assembling 

During a previous assembly o 「 th e different parts o 「 th e scroll, no part o 「 th e support o 「 th e pa1nt111g wa 

overlapped with the mounting 「ab ri c. Normally, the mounting fabric is placed so that it cove「s the edges o 「

the painting by about 2-3 mm. 

4. Mounting 

The bottom roller is made to ma tch し h e 「abric o 「 th e mounting. P l a i n 「ab ri c is pasted onto both ends o 「

the rollers. The type of metal lltt.ings and hanging also indicates that the mounting was prepared with th 

Chinese style format in mind. The roller knobs arc believed to have been attached a 「tc r the mounting had 

been completed. 

While there is evidence of the existence of_fi,tai, they were located about 2.1 cm to the right o 「 th e ir normal 
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position, and there are no traces offittai found on the uwamaki silk. These findings point to the possibility 

that the scroll was disassembled once and remounted into the present format. 

Temporary treatment 

quick-fix treatment had been performed on the reverse side of the mounting. Lined silk had been 

attached directly onto the lost parts of the fabric and painting. Also, creased areas had been treatじd with 

reinforcement s しrip s. The entire bottom portion of the souberi had been replaced. 

M iscel laneou 

w mending silk: Weave data 

Warp thread: 31 denier, 65 I ines per Jcm 

Weft thread: 21 denier、 120 lines per 3cm, triple-strand 

'-ndition after treatment 

fter treatment, the painting no longer has any creases, and remounting the pa111t1n 

fabrics has enhanced its appearance. The painting appears more elegant and harmoniou'ｷ 

-The stains in the paintings stand out more than they did before the treatment. This is because th 

ubstancc believed to be old inpainting that had been applied on top o 「 th e stains was removed with 

the moisture used during the treatment process. However, because the inpainting was very uneven and 

unsightly, these areas look cleaner after the treatment. 

-The edge stain at the bottom left hand side of the table in the painting was removed. The stain wa 

presumably made after the previous treatment. 

VIII. Project manager 

omohide Kojima 

IX. Samples of materials used for treatment 

I .First lining Thin Mino Mino, Gifu Prcfcctur 

2.1 st subsidiary lining 

3.2nd subsidiary lining 

4.Jrd subsidiary lining 

5.0verall lining 

6.Final backing 

paper 

Misu paper 

Misu paper 

Misu paper 

Misu paper 

Uda paper 

Yoshino, Nara Prefecture 

Yoshino, Nara Prefecture 

Yoshino, Nara Prefecture 

Yoshino, Nara Prefecture 

Yoshino, Nara Prefecture 

7.Silk used for mending Nishijin, Kyoto Prefecture 

Made by 

Hasegawa 

Made by Konbu 

Made by Konbu 

Made by Konbu 

Made by Konbu 

Made by 

Fukunishi 

Made by 

Hironobu 
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Textil 

8.M ・ount111g fabnc Nishijin, Kyoto Pre 「cctur

9.Uwama/ci silk (attached to th e 「everse side of the scroll to provide protection and decoration when rolled) 

ishijin, Kyoto Prefectur 

1 O.Hanging cord Nishijin, Kyoto Prefecture 

Translated by Amy McCaleb (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belard. 
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Kし 1/:J又 ,}~fl' I J. I (:: 炊） I I 閥: イ~·在 ）

作品解説
束瓜文イじ!!~· {洲究所
Jt;_谷 糸, rr

1'/. らのぽる 香の ):哨か ら 1 ' 1 装 末の災人が‘浮か びあがるさま は、没の武ヽ,'i'i が先立っにが ）こ 人 の 1 ( 1 i 彩を 香 を

焚いて偲んだと い う “反魂香＂ の故 • J j. に よ る 。 ti',『かオ しているのは利 IJJ杖姿の幽 '. ,陥だが 、 lj I I 1q風の紅い机はそ

しに 故 ' J j. の見立てであ ることを ）人めかせてい る 。

j1l1j1(1jJi: ド に「 ・ i阻 倣 歌）11 :~'.:: 朴 ， 籾」の款出があり 、 本 作出＼ は 歌） II 派の IJl·-l fl I. である 歌） II 閥: 朴 ( J7 0~ -

18 1 ~ ) の喰とさ オし る 。 そ の記'i( 11'i: な げ休は、灼冴やがよくした 肉喰災人 I 廿 ,j のそ れ と 共辿するものであ る 。 閥:

H は明 禾II 年 間 木から及泳年間 (1770 年代）に かけて 1JLi 、作の透視辿近社、：による 汀絵に傾住するも 、）く明期

(J 781 -89 ) 以、 1 1条にt 肉 筆 pl1 j制竹に 専心 しに 。

本作 i',i' , に類似する作例 として 、 束以谷 I I I の仝年）他が所蔵する 喰· 者牙 ・ヽ 1作の 《遥魂香》 がある 。 机が金曲

絵を施しに、県漆硲 り であ るなど追具立ては相辿するものの 、 、）削から浮かびあがる災人の姿はほぽ一致

る にだ仔糸Il l に 比蚊するなら 、 1 『 後になびく 舌しれ髪の先が省略 さ れて い る、, _'.( や 、 プラハ I ,~ 1 立 ）~ 1肘館本で

は IJlJ いた I I 叫このぞ く お 保j 、I _I,!_; が、平．に唇の輪祁線として認識さ れてしまつて い る 、1・闊 など 、 プラノ ヽ 1 叶立笑

術節本が令i I.-_ l他本に先利する儀作であ ること が認め ら れよう 。



箪 者小詐 《屈魂6〉令 lj : )他祓（辻：'lfUJn:位修 「 幽‘、,',: 名 "'''u~ 令 l j :_J 他,,淑 ． ．．．逸·/ l ' J 1;1JJ ご1 レク シ ！ ン J ょり）

Artist unknown. Ka11go11ko. Zenshoan Temple, Yanaka, Tokvo .. 

作 !'11'!解説 17 
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Fe1110/e Cliosl bv Tovoharu Utagawa 

Description of Artwork 
Jun Shioya 
National R earch [nstitute for 

he image of a beautiful woman in white kimono emerging out of smoke rising from the rncens 

from the legend /-langonlco. In it, Emperor Wu of Han Dynasty conjures up images o 「 his late Consort L1 

by burning incense. Although the ghost is dressed in Japanese kimono, the Chinese-style vermillion tab! 

ts the image's link to the legend. 

is Lal n
 

n the bottom left-hand side of the screen is the inscription "lchiryusai Uagawa Toyoharu ga" (painted 

y i'oyoharu Utagawa of lchiryusai"), which indicates that this painting was created by Toyoharu Utagawa 

(173 5-I 8 14), th e 「ounder o 「 the Utagawa School. The delicate and sober strokes in his handwriting are the 

amc as those in the bりin-ga (portrait of a beautiful woman) which he drew often. From the end o 「 M eiwa

ra through Anei era (I 770s), Toyoharu devotes h im se l 「 lo creating uki-e ("perspective prints"), which 

was a western style painting method using one point perspective. From Tenmei period (1781-89) onward 

however, he becomes dedicated to creating his ukiyo-e paintings. 

There is a painting very similar to this stored at Zcnshoan Temple in Yanaka, Tokyo. It 1 

Kangonko, and its creator is unknown. While there are differences in the peripheral props—for 

Kangonko shows a gold-trimmed, black lacquered table—the images of the beautiful women noating 

the smoke in the two paintings are almost identical. To make a more detailed comparison, however, in th 

Kangonko, the ends of the tousled hair that nows down the woman's back is omitted. Also, the olwg11ro that 

an be seen in the woman's mouth of the painting at the National Gallery in Prague appears to merely be the 

ull ine or the mouth in Kangonko. These points prove that the painting at the National Gallery in Prague i 

created earlier than the one at Zenshoan and is superior in quality. 

ntitlcd 

mpl 

ul o 「

Translated by Amy McCaleb (Urban onn lions). 
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